
舎孝添字経孝え圏帝都京

競ニーさ事巷ニ+瓦聾
月 二二年大、+ヨ何回

実 明 損ジ現貨経ナ支
報治金 I 代幣管チ

前 及ジ 日 市 及 ス 那
外期 びエ本場 企 努 の
星川損 ツ の と業働

葬霊附 E童昼昼読書ままi間研量と暗雲E品念 E程量 E; : 論

録の 苑 題 問 問究経亭論叢
種』性 . E台 '・

ZL .-- ・・.・
壬士 の ・，・

・. 問 ・.・.ー

: ・・・ ・.・ ・ ・， 

題 i
・ ・ . ・・

樫 経緯 解持串陣 組組組 糎掛畢博士童精揖 済済済

傭哩車 事串畢

士 士士 士 士士士

本 尾有 石 中大中八

庄 上田川 川木
柴 谷 裕 容 芳

治忠正奥 之之

郎 雄三ニ貫朗助 EJ



毒主

報

4喜
多f'-'

報

演

畢

部

O
一
月
十
日
付
を
以
て
教
授
八
木
芳
之
助
氏
は
線
簡
単
部
長
に
補
せ
ら

れ
、
教
授
谷
口
吉
彦
民
は
依
願
経
済
地
中
部
長
を
施
せ
ら
る
。
同
日
教
授

本
庄
柴
治
郎
氏
は
評
議
員
を
命
d

立
ち
る
。
一
月
廿
一
一
一
日
付
を
以
て
敬
佼

世
見
一
一
一
郎
氏
は
聞
書
館
両
議
合
委
員
主
命
哩

b
z
。

鰹経

済

畢

O
十
一
一
月
例
合
十
二
月
二
十
問
日
(
火
)
午
後
六
時
よ

P
、
損
友
脅
備
に

於
て
開
催
さ
れ
次
回
報
告
が
る
っ
た
。

一

、

買

砕

制

度

鈴

木

講

師

中
国
に
於
け
る
特
殊
的
槽
繍
で
る
る
民
排
の
有
す
る
重
要
性
に
つ
い
て

遇
ベ
た
る
後
買
酔
制
度
目
拍
車
に
附
言
し
て
買
排
一
般
目
性
慣
を
槻
読
し

た
。
衣
い
で
買
掛
に
捕
す
る
従
高
証
明
設
を
慣
習
相
謹
設
及
び
受
動
貿
易
設

と
し
て
一
括
し
て
内
容
の
説
明
白
後
、
そ
れ
ら
白
読
の
も
ワ
暦
良
性
向
・
具

観
性
白
曹
長

k
い
ふ
蹴
陥
を
指
摘
し
て
之
に
訴
し
て
経
済
段
階
相
違
設
を

主
張
し
た
。
印
ち
、
買
緋
は
草
な
る
慣
習
の
相
遁
又
は
中
岡
貿
易
自
受
動

性
自
所
岸
と
の
み
且
る
べ
き
で
な
〈
、
組
済
段
階
白
相
蓮

E
乱
一
礎
と
し
て

宇
植
民
地
的
な
る
中
岡
世
官
白
特
性
白
中
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
買

排
白
鶴
白
内
容
は
、
列
調
資
本
主
義
の
琵
肢
と
こ
れ
に
封
ず
る
中
岡
世
舎

のi
費
民
主
白
閥
聯
に
於
て
抱
擁
ナ
ベ

L
と
結
論
し
た
。

曾

第
五
十
二
番

"、

~ ，、

策

協

二
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
九
回
自
然
的
自
由
に
つ
い
て
白
耕
助
敬
授

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
周
知
の
如
〈
「
自
品
目
的
自
由
の
償
制
」
を
以
て
理

想
的
な
政
措
極
構
捜
制
と
な
し
た
。
白
蛇
的
自
由
と
は
、
自
掠
に
よ
っ
て

人
聞
に
賦
興
さ
札
た
自
愛
品
白
自
由
な
費
動
、
利
己
活
動
D
自
由
で
あ
る
。

掠

L
ス
ミ
ス
が
利
己
活
動
白
自
由
を
是
認
し
た
由
は
「
正
義
由
法
」
白
範
周

内
に
於
で
ピ
あ
っ
た
o
m
w
み
な
ら
ず
、
彼
が
そ
れ
を
是
認
し
た
の
は
、
そ

プ
似

l
ヂ
ン
ヌ

れ
に
よ
ワ
て
分
別
等
白
徳
が
買
現
さ
れ
る
と
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。

直
に
、
判
己
活
動
は
「
見
え
ざ
る
手
」
に
導
か
れ
て
枇
曾
由
踊
祉
を
質
現
ず

る
主
宰
へ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
誌
に
車
上
げ
る
の
は
利
己
活
動
白
自
然
的

自
由
を
め
「
る
最
後
四
問
題
で
あ
る
。
「
見
え
ぎ
る
手
」
と
は
何
で
あ
る

か
。
問
題
目
中
心
を
と
与
に
置
い
て
、
九
芝
ス
の
自
由
主
義
を
基
礎
づ
け

て
ゐ
る
理
神
論
的
世
界
糎
に
及
び
、
自
由
主
義
を
越
え
る
遵
は
、
少
〈
と

も
ス
ミ
ス
に
闘
す
る
限
り
、
こ
の
根
本
目
立
場
が
異
質
白
意
味
に
於
て
自

層
的
武
践
怖
で
な
い
こ
と
を
明
瞭
に
し
て
か
λ

る
と
と
に
よ
ワ
て
切
凋
ト

れ
は
し
な
い
か
を
問
題
に
し
て
且
た
り
で
る
る
。

常
日
自
由
席
者
堀
江
、
佐
皆
、
白
#
、
松
井
、
間
口
、
帥
本
国
椅
先

生
。
青
峰
、
有
問
、
井
上
、
大
橋
、
河
野
、
辻
、
志
、
和
岡
町
諸
氏
。

員

動

静

員

本司



集

報

第
五
十
二
巻

良匹
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体

韓

七



紫

報

第
五
十
二
巻

丹、

阿

摺

甜

F、

岡

好

曾

。
組
元
二
千
六
百
年
奉
副
美
術
展
鑑
賞

十
一
月
一
一
一
円

l
十
七
日
(
前
期
岸
整
腸
塑
)
十
二
H
=
一
日
|
十
七
日
(
後

期
日
本
輩
、
工
事
品
)
前
後
二
岡
睡
賞
ナ
る
事
と

L
、
入
場
希
望
者
六

O
O名
に
達
し
た
。

O
高
岡
先
生
白
特
別
講
演

十
一
H
十
八
、
十
九
、
二
十
一
日
目
一
一
一
日
間
毎
夜
六
時
よ
り

A
時
ま
で

第
十
教
室
に
於
で
「
ケ
イ
シ
プ
一
般
理
論
」
に
就
て
論
講
せ
ら
る
、
聴
講

畢
生
二

O
O
名
に
達
し
甚
だ
盛
骨
で
あ
っ
た
。

。
奈
良
見
事

土
H
二
十
三
日
(
土
)
枇
色
漸
〈
浪
き
古
都
奈
良
に
紅
葉
を
訪
ね
て
一

日
を
檎

L
f
過
し
た
。
参
加
者
四
七
名

。
ー
一
歌
輝
伎
額
見
世
翻
賞
骨

十
二
月
十
三
、
十
七
、
十
九
日
由
三
岡
に
互
り
硯
賞
を
行
ふ
。
参
加
者

一五

O
名

O
十
五
年
度
卒
業
生
部
能
曾

一
且
十
八
日
(
土
)
午
後
六
時
よ
り
摺
友
骨
館
に
於
て
開
催
、
石
川
、
八

木
、
堀
江
、
徳
虫
白
各
先
生
よ
り
懇
篤
な
る
選
別
白
酔
あ

p
、
卒
業
生

純
代
白
挨
拶
あ
り
て
一
同
敵
諦
回
復
、
八
時
過
ぎ
散
曾
。
出
席
者
石
川

先
生
丹
二
十
二
名




